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特別支援学級の学級編制標準の改善を求める意見書 

 

全国的に特別支援学級在籍の児童・生徒数の増加が進んでいる。文部科学省の「学

校基本調査」によれば，小中学校合わせて２０１０年度の１４５，４３１人から   

２０２０年度には３００，５４０人と，１０年間で約２．０７倍になっている。 

在籍する児童・生徒の状況は多様で，医療的ケアが必要な子ども，学年に沿った教

科学習が可能な情緒障害の子ども，個別対応が常時必要な子ども等々，実態に大きな

差がある。さらに特別支援学級では，一つの学級に小学校では１年生から６年生まで，

中学校では１年生から３年生までが在籍し，学年差，年齢差に応じた指導が必要であ

るにもかかわらず，十分な対応ができていないのが現状である。 

８人の子どもを一人で担任することは負担が大きく，既に限界を超えている。しか

し，１９９３年の第６次定数改善以来，特別支援学級の学級編制標準は１学級８人の

まま変わっていない。これを引き下げることが必要である。 

よって，政府においては，特別支援学級の学級編制標準を改善するよう強く要望す

る。 

 

以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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